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２００７年２月期　比較損益計算書　２００７年２月期　比較損益計算書　

2006年2月期
通期（05/3～06/2）

20020077年年22月期月期
通期通期（（06/306/3～～07/207/2））

売上高売上高 44,87144,871 100.0%

34,51834,518 76.9%

23.1%

20.8%

2.3%

経常利益経常利益 672 1.9% 997997 2.2% 48.4%

当期純利益当期純利益 160 0.5% 198198 0.4% 23.6%

10,35310,353

9,3139,313

1,0401,040

売上原価売上原価

売上総利益売上総利益

販売費一般管理費販売費一般管理費

営業利益営業利益

前期比前期比

35,556 100.0% 26.2%

26,200 73.7% 31.7%

9,355 26.3% 10.7%

8,676 24.4% 7.3%

679 1.9% 53.1%

【連結損益計算書】【連結損益計算書】

2006年2月期
通期（05/3～06/2）

20020077年年22月期月期
通期通期（（06/306/3～～07/207/2））

前期比前期比

売上高売上高 33,270 100.0% 42,24442,244 100.0%

売上総利益売上総利益 8,626 25.9% 9,7709,770 23.1% 13.3%

2.9%

2.9%

1.3%

1,2211,221

1,2091,209

542542

営業利益営業利益

経常利益経常利益 646 1.9% 87.1%

当期純利益当期純利益 150 0.5% 259.6%

27.0%

677 2.0% 80.5%

（百万円）（百万円）

【単体損益計算書】【単体損益計算書】 （百万円）（百万円）

☆☆古本市場事業の好調古本市場事業の好調

☆☆アイ・カフェ事業の拡大アイ・カフェ事業の拡大

　　直営・ＦＣ直営・ＦＣ店舗数の増加店舗数の増加

☆☆特別損失の計上特別損失の計上

　　資産効率並びに資産効率並びにB/SB/Sの健の健
　　全性維持を目的として特別全性維持を目的として特別
　　損失を計上損失を計上

　・店舗の減損評価　・店舗の減損評価

　　 （古本市場、アイ・カフェ）（古本市場、アイ・カフェ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　260260百万円百万円
　・店舗閉鎖損（アイ・カフェ）　・店舗閉鎖損（アイ・カフェ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8080百万円百万円
　・その他　　　　・その他　　　　　120120百万円百万円

減価償却費：減価償却費： 483483百万円百万円

設備投資額：設備投資額：1,1501,150百万円百万円

【参考】【参考】

※連結データ※連結データ
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２００７年２月期　事業セグメント別業績２００７年２月期　事業セグメント別業績

（百万円）（百万円）

2006年2月期
通期（05/3～06/2）

20020077年年22月期月期
通期通期（（06/306/3～～07/207/2））

金　額 営業利益率 金　額金　額 営業利益率営業利益率

１，０４０

２，３９１

△１８２ △７．２ % △４１８

ＥＣ事業ＥＣ事業 △２７ △５．２ % △２９ △５．１ % －

△９０４

６７９ ２．３ %

１，７６３ ５．８ %

△１４．２ %

－△８７３

増減率増減率

連結営業利益連結営業利益 １．９ %

５．４ %

－

５３．１ %

古本市場事業古本市場事業 ３５．７ %

アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業 －

消去又は全社消去又は全社 －

事業セグメント別売上高事業セグメント別売上高

事業セグメント別営業利益事業セグメント別営業利益 （百万円）（百万円）

６．６　%１．３　%５６７１．５　%５３２ＥＣ事業ＥＣ事業

構成比構成比金　額金　額構成比金　額

７．１　%２，５３９

－△ ０．２　%△８２△ ０．１　%△６１消去消去

２，９５３

４１，４３２

４４，８７１

20020077年年22月期月期
通期通期（（06/306/3～～07/207/2））

６．６　%

９２．３ %

１００ %

３２，５４５

３５，５５６

2006年2月期
通期（05/3～06/2）

９１．５ %

１００ %連結売上高連結売上高

１６．３　%アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

２７．３ %古本市場事業古本市場事業

２６．２ %

増減率増減率
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２００７年２月期　品目別売上高・売上総利益　【連結】２００７年２月期　品目別売上高・売上総利益　【連結】

売上高、構成比

新品内訳 06/2 07/2

新刊書籍 745 785

新品ゲーム 16,277 24,373

新品ＣＤ 1,200 1,223

新品ＤＶＤ 1,775 1,480

その他 136 100

合計 20,135 27,962

　　　　　　　　　　　　　　百万円 　　　　　　　　　　　　　　百万円

【　０７／２期　構成比　】

アイ･カフェ事業
6.6％

ＥＣ事業
1.1％

ﾘｻｲｸﾙ品

29.2％
新　品

　62.3％

古本市場事業
92.3％

その他

0.8％

ﾘｻｲｸﾙ内訳 06/2 07/2

古　本 4,221 4,359

中古ゲーム 5,936 6,961

中古ＣＤ 836 703

中古ＤＶＤ 1,035 1,070

合計 12,030 13,095

セグメント別 06/2 07/2

古本市場事業 8,704 9,822

リサイクル 6,105 6,560

新品 2,387 3,027

その他 211 234

アイ･カフェ事業 391 244

ＥＣ事業 259 285

合　　計 9,355 10,353

【　０７／２期　構成比　】

アイ･カフェ事業
2.4％ ＥＣ事業

2.7％

ﾘｻｲｸﾙ品

63.4％

新　品

　29.2％

古本市場事業
94.9％

その他

2.3％

売上総利益、構成比
　　　　　　　　　　　　　　百万円
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２００７年２月期　貸借対照表【連結】２００７年２月期　貸借対照表【連結】

（百万円）（百万円）2006年2月期末 増減額

流動資産 6,152 54.1% 6,560 55.3% 408

現金・預金 1,452 12.8% 1,477 12.5% 25

たな卸資産 3,779 33.2% 4,113 34.7% 334

その他 920 8.1% 968 8.2% 48

固定資産 5,215 45.9% 5,297 44.7% 82

有形固定資産 2,418 21.3% 2,297 19.4% △121

無形固定資産 267 2.4% 250 2.1% △17

投資その他 2,529 22.2% 2,750 23.2% 221

総資産 11,367 100% 11,858 100.0% 491

流動負債 4,877 42.9% 5,083 42.9% 206

買掛金 1,346 11.8% 1,859 15.7% 513

短期借入金 2,535 22.3% 1,802 15.2% △733

その他 996 8.8% 1,422 12.0% 426

固定負債 2,193 19.3% 2,375 20.0% 182

長期借入金 1,819 16.0% 1,895 16.0% 76

その他 374 3.3% 479 4.0% 105

純資産 4,297 37.8% 4,399 37.1% 102

株主資本 3,972 34.9% 4,090 34.5% 118

評価換算差額等 4 0.0% 4 0.0% 0

少数株主持分 320 2.8% 303 2.6% △17

07年2月期末

※※20062006年年22月期末の純資産は、新会計基準に基づき組替を行っております。月期末の純資産は、新会計基準に基づき組替を行っております。

事業拡大によ事業拡大によ
る棚卸資産のる棚卸資産の
増加増加

※主な増減額※主な増減額
投資分増加投資分増加670670百万円百万円
減価償却費減価償却費380380百万円百万円
減損影響額減損影響額200200百万円百万円
事業譲渡等事業譲渡等190190百万円百万円

借入金総額は借入金総額は
６５７百万円減少６５７百万円減少
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２００７年２月期　連結キャッシュ・フロー計算書２００７年２月期　連結キャッシュ・フロー計算書

06年2月期

営業キャッシュ・フロー営業キャッシュ・フロー ６６８

△７７３

１１３

７

投資キャッシュ・フロー投資キャッシュ・フロー

財務キャッシュ・フロー財務キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額現金及び現金同等物の増減額 ２５２５

0077年年22月期月期

１，５９６１，５９６

△９３６△９３６

△６３５△６３５

○営業キャッシュフロー　○営業キャッシュフロー　

○投資キャッシュフロー　○投資キャッシュフロー　

（百万円）（百万円）

・新品ゲーム・中古ゲームの売上好調に伴う税前利益の増加および仕入債務の増加・新品ゲーム・中古ゲームの売上好調に伴う税前利益の増加および仕入債務の増加

＋減損損失＋退職給付会計原則法の適用等による引当金の増加＋減損損失＋退職給付会計原則法の適用等による引当金の増加

・直営店の新規出店の増加・直営店の新規出店の増加

20062006年年22月期：古本市場２店舗、ブック･スクウェア１店舗、アイ･カフェ３店舗月期：古本市場２店舗、ブック･スクウェア１店舗、アイ･カフェ３店舗

20072007年年22月期：古本市場６店舗、アイ･カフェ５店舗月期：古本市場６店舗、アイ･カフェ５店舗

・借入の返済による減少・借入の返済による減少

○財務キャッシュフロー　○財務キャッシュフロー　
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２００７年２月期　出店状況２００７年２月期　出店状況

61 63 71 78 86
6

10
26

26
36 30

26
1

5 12
17

50
75

5

45
4

5

15
9 12

0

50

100

150

01/2期末 02/2期末 03/2期末 04/2期末 05/2期末 06/2期末 06/2期末

アイ・カフェＦＣ店

アイ･カフェ直営店

ブック･スクウェア

古本市場FC店

古本市場 直営店

０６／２期０６／２期 ０７／２期　０７／２期　

期末期末 出店出店 退店退店 形態変更形態変更 期末期末
増減数増減数

＋８＋８

古本市場ＦＣ店古本市場ＦＣ店 ３０３０ ＋２＋２ △４△４ △２△２ ２６２６ △４△４

００

＋３＋３

＋５＋５

＋１１＋１１

アイ・カフェＦＣ店アイ・カフェＦＣ店 １２１２ ＋４＋４ ００ ＋１＋１ １７１７

＋６＋６

００

＋５＋５

＋１７＋１７

００ ＋２＋２ ８６８６

△１△１

△１△１

△６△６

４４００

△１△１ １５１５

００ １４８１４８

古本市場直営店古本市場直営店 ７８７８

ブック･スクウェアブック･スクウェア ５５

アイ･カフェ直営店アイ･カフェ直営店 １２１２

合　計合　計 １３７１３７
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【【古本市場事業古本市場事業】】　　事業概況事業概況

売 上 高売 上 高 32,54532,545百万円百万円 41,43241,432百万円百万円

2,3912,391百万円百万円1,7631,763百万円百万円

27.3 27.3 ％％

35.735.7 ％％営 業 利 益営 業 利 益

06/206/2期期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　07/207/2期期　　　　　　　　　　　　　　　　　　前期比前期比

年間を通して好調に推移し、大幅増収・増益を達成年間を通して好調に推移し、大幅増収・増益を達成年間を通して好調に推移し、大幅増収・増益を達成

１．新品ゲーム、中古ゲームが好調１．新品ゲーム、中古ゲームが好調

ゲームハード「ニンテンドーゲームハード「ニンテンドーDS LiteDS Lite」「」「WiiWii」「プレイステーション３」による市場活性化に加え、」「プレイステーション３」による市場活性化に加え、

ゲームソフト「ゲームソフト「PS2 PS2 ファイナルファンタジーⅩⅡ」、「ファイナルファンタジーⅩⅡ」、「DS DS ポケットモンスターパール」「ポケットモンスターパール」「DS DS ポケットポケット
モンスターダイヤモンド」などの発売により、新品ゲームの売上が拡大。モンスターダイヤモンド」などの発売により、新品ゲームの売上が拡大。
また、中古ゲームの売上も好調に推移し、また、中古ゲームの売上も好調に推移し、前年同期比で大幅増収・増益。前年同期比で大幅増収・増益。

・効率的な売場づくりを目的に、全店舗の店舗レイアウトの見直し実施・効率的な売場づくりを目的に、全店舗の店舗レイアウトの見直し実施

・大幅な店舗改装の実施（・大幅な店舗改装の実施（33店舗）店舗）

２．既存店の活性化に注力２．既存店の活性化に注力

３．３．新コンセプトストアの店舗展開を開始新コンセプトストアの店舗展開を開始 小型店用新ブランド小型店用新ブランド

川越クレアモール店

古本市場事業のドミナントエリアにおける古本市場事業のドミナントエリアにおける

マーケットシェアの更なる向上を主目的とマーケットシェアの更なる向上を主目的と

する小型店舗を展開。する小型店舗を展開。
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【【古本市場事業古本市場事業】】　　既存店月次増減率推移既存店月次増減率推移

○古本市場事業　直営店（既存店）売上高増減率○古本市場事業　直営店（既存店）売上高増減率

12.0%

17.5%

4.4%

16.9%

31.8%
26.9%29.4%

17.3%
13.9%

24.7%25.9%

41.1%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

06/3. 06/4. 06/5. 06/6. 06/7. 06/8. 06/9. 06/10. 06/11. 06/12. 07/1. 07/2.

○古本市場　直営店（既存店）客数・客単価増減率○古本市場　直営店（既存店）客数・客単価増減率

5.5%
9.0%

23.0%

30.7%

-2.1%

5.3%
2.6%

-3.7%-4.0%

4.0%
0.9%

3.5%

-0.3% -1.6%

20.2%

14.9%

8.4%

21.8%21.2%

25.9%
23.7%

21.8%14.2% 14.4%

-10%

0%

10%

20%

30%

40%

06/3. 06/4. 06/5. 06/6. 06/7. 06/8. 06/9. 06/10. 06/11. 06/12. 07/1. 07/2.

客数

客単価

年間累計　２２.４％増
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【【アイ・カフェ事業アイ・カフェ事業】】　　事業概況　事業概況　

5
8 9

11 12
15

1

5

8

12

1

17

0

10

20

30

03/8 04/2 04/8 05/2 05/8 06/2 07/2

直営店 FC店

３．既存店　売上増減率３．既存店　売上増減率

売 上 高売 上 高 2,5392,539百万円百万円 2,9532,953百万円百万円

△△418418百万円百万円△△　　182182百万円百万円

16.2 16.2 ％％

－－営 業 利 益営 業 利 益

06/206/2期期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　07/207/2期期　　　　　　　　　　　　　　　　前期比前期比

１．第２の事業の柱として成長１．第２の事業の柱として成長

直営店は３店舗増加し、１５店舗に。直営店は３店舗増加し、１５店舗に。

ＦＣ店の大量出店に向けた社内体制を構築ＦＣ店の大量出店に向けた社内体制を構築

新規開店：＋４店舗、事業譲渡：＋１店舗　新規開店：＋４店舗、事業譲渡：＋１店舗　

ＦＣ店は５店舗増加し、１７店舗に。ＦＣ店は５店舗増加し、１７店舗に。

２．直営店・ＦＣ店合わせて３２店舗に拡大２．直営店・ＦＣ店合わせて３２店舗に拡大

直営・ＦＣ店舗の拡大により増収を達成直営・ＦＣ店舗の拡大により増収を達成

既存店売上高は、前年同期比3.8％の増収

前年同期比増収を達成したが、赤字幅は拡大前年同期比増収を達成前年同期比増収を達成したが、赤字幅は拡大したが、赤字幅は拡大

オープンサポート担当の設置オープンサポート担当の設置

開店、店舗運営関係業務のマニュアル化　開店、店舗運営関係業務のマニュアル化　

新規開店：＋５店舗、事業譲渡：新規開店：＋５店舗、事業譲渡：△△１店舗、閉鎖：１店舗、閉鎖：△△１店舗１店舗
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アイ・カフェ事業の概況　　　　　　　アイ・カフェ事業の概況　　　　　　　

2007/22007/2期の新規開業店舗　　　　期の新規開業店舗　　　　
　　　　　　　　

7.2%

5.9%
9.1%

-1 .2%

4.8%
1.4%

3.6%
1.7%

13.9%

1.0% 0.1%

-2 .4%
-10%

0%

10%

20%

06/3. 06/4. 06/5. 06/6. 06/7. 06/8. 06/9. 06/10. 06/11. 06/12. 07/1. 07/2.

既存店　売上増減率　　　　　　既存店　売上増減率　　　　　　　　

東岡山店東岡山店
（兵庫県神戸市）（兵庫県神戸市）

鴻巣ＭＥＧＡ鴻巣ＭＥＧＡ--ＭＩＸ店ＭＩＸ店
（埼玉県鴻巣市）（埼玉県鴻巣市）

nnORBESORBESＡ店Ａ店
（北海道札幌市）（北海道札幌市）

44月月 55月月

66月月

ＰＡＢＯＴ‘ＰＡＢＯＴ‘　函館店　函館店
（北海道函館市）（北海道函館市）

２８６ＫＡＧＩＴＯＲＩ店２８６ＫＡＧＩＴＯＲＩ店
（宮城県仙台市）（宮城県仙台市）

松山キスケＢＯＸ店松山キスケＢＯＸ店
（愛媛県松山市）（愛媛県松山市）

会津インター店会津インター店
（福島県会津若松市）（福島県会津若松市）

77月月

西神戸店西神戸店
（兵庫県神戸市）（兵庫県神戸市）

1111月月

44月月 44月月 55月月

年間累計　3.8 ％増

直営店は新規開業直営店は新規開業　　５５　　店舗店舗

ＦＣ店は新規開業ＦＣ店は新規開業　　４４　　店舗店舗

真砂本町店真砂本町店
（鹿児島県鹿児島市）（鹿児島県鹿児島市）

77月月
※直営店舗であった

　「桜木インター店」を

　事業譲渡により、

　ＦＣ店としたため、

　ＦＣ店の増加数は、

　５店舗となっています。
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【【ＥＣ事業ＥＣ事業】】　　事業概況　事業概況　

0

100

200

300

400

500

600

06/2期 07/2期

その他

トナー

卸売

ＥＣ売上

2

586
455

70

114

176
208

238
273

327
394

0

100

200

300

400

500

600

700

01/8 02/2 02/8 03/2 03/8 04/2 04/8 05/2 05/8 06/2 07/2

ユーブック会員数推移ユーブック会員数推移（千人）㈱ユーブック売上構成推移㈱ユーブック売上構成推移（百万円）

売 上 高売 上 高 532532百万円百万円 567567百万円百万円

△△2929百万円百万円△△　　2727百万円百万円

6.6 6.6 ％％

－－営 業 利 益営 業 利 益

06/206/2期期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　07/207/2期期　　　　　　　　　　　　　　　　前期比前期比

ＥＣ売上12.5％増

会員数・売上ともに着実に増加会員数・売上ともに着実に増加会員数・売上ともに着実に増加

買取強化キャンペーンや各種販促活動により、買取強化キャンペーンや各種販促活動により、ECEC売上を中心に売上高は着実に拡大売上を中心に売上高は着実に拡大

新規事業へのシステム投資の影響やアクセス数の増加に対応してシステムの増強等新規事業へのシステム投資の影響やアクセス数の増加に対応してシステムの増強等
により、利益面では減益ににより、利益面では減益に



２００８年２月期　業績予想
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２００８年２月業績予想　　－１２００８年２月業績予想　　－１..連結業績予想－連結業績予想－

連結通期業績予想連結通期業績予想 （百万円）（百万円）

2007年2月期

実　績

20020088年年22月期月期

計　画計　画

売上高売上高 45,00045,000 100100%%

1,0701,070 2.42.4%%

経常利益経常利益 997 2.2% 1,0201,020 2.32.3%% 2.32.3%%

当期純利益当期純利益 198 0.4% 450450 1.01.0%% 127.0127.0%%

営業利益営業利益

増加率増加率

44,871 100.0% 0.30.3%%

1,040 2.3% 2.92.9%%

８．４％８．４％８．６％ROAROA

４．９％

８，０１５円

３８８円

１０．２％１０．２％ROEROE

８，６６０円８，６６０円BPSBPS

８８０円８８０円EPSEPS

20082008年年22月期　連結四半期予想月期　連結四半期予想 （百万円）（百万円）

270270

640640

670670

24,00024,000

下半期下半期

450450

1,0201,020

1,0701,070

45,00045,000

通期通期

170170

420420

435435

14,40014,400

第第44四半期四半期

100100

220220

235235

9,6009,600

第第33四半期四半期

21,00021,00010,40010,40010,60010,600売上高売上高

上半期上半期第第22四半期四半期第１四半期第１四半期

380380190190190190経常利益経常利益

18018090909090当期純利益当期純利益

400400営業利益営業利益 200200200200
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２００８年２月業績予想　　－２００８年２月業績予想　　－2.2.単体業績予想－単体業績予想－

単体通期業績予想単体通期業績予想 （百万円）（百万円）

2007年2月期

実　績

20020088年年22月期月期

計　画計　画

売上高売上高 41,00041,000 100100%%

1,0101,010 2.52.5%%

経常利益経常利益 1,209 2.9% 1,0001,000 2.42.4%% △△17.317.3%%

当期純利益当期純利益 542 1.3% 550550 1.31.3%% 1.51.5%%

営業利益営業利益

増加率増加率

42,244 100.0% △△2.92.9%%

1,221 2.9% △△17.317.3%%

８．８％８．８％１１．２％ROAROA

１２．４％

８，９８０円

１，０６２円

１１．０％１１．０％ROEROE

９，８２０円９，８２０円BPSBPS

１，０７６円１，０７６円EPSEPS

20082008年年22月期　単体四半期予想月期　単体四半期予想 （百万円）（百万円）

300300

560560

560560

21,50021,500

下半期下半期

550550

1,0001,000

1,0101,010

41,00041,000

通期通期

230230

430430

430430

13,50013,500

第第44四半期四半期

7070

130130

130130

8,0008,000

第第33四半期四半期

19,50019,5009,6009,6009,9009,900売上高売上高

上半期上半期第第22四半期四半期第１四半期第１四半期

440440175175265265経常利益経常利益

2502509090160160当期純利益当期純利益

450450営業利益営業利益 180180270270
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２００８年２月業績見通し　　－３２００８年２月業績見通し　　－３..事業セグメント別情報事業セグメント別情報①①－－

2007年2月期

実　績

20020088年年22月期月期

計　画計　画
増減率増減率

連結売上高連結売上高

ＥＣ事業ＥＣ事業 ５６７ ５７０５７０ ０．５０．５%%

４４，８７１ ４５，０００４５，０００ ０．３０．３%%

古本市場事業古本市場事業 ４１，４３２ ４１，０００４１，０００ △１．０△１．０%%

アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業 ２，９５３ ３，５００３，５００ １８．５１８．５%%

消去消去 △８２ △７０△７０ －－

（百万円）（百万円）

－－５．３５．３%%３０３０△５．１ %△２９ＥＣ事業ＥＣ事業

△１，０２０△１，０２０

００

２，０６０２，０６０

１，０７０１，０７０

20020088年年22月期月期

計　画計　画

－－

０．００．０%%

５．０５．０%%

２．４２．４%%

△９０４

△４１８

２，３９１

１，０４０

2007年2月期

実　績

－

△１４．２ %

５．８ %

２．３ %連結営業利益連結営業利益

－－消去又は全社消去又は全社

－－アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

△１３．９△１３．９%%古本市場事業古本市場事業

２．９２．９%%

増減率増減率

事業セグメント別売上高事業セグメント別売上高

事業セグメント別営業利益事業セグメント別営業利益 （百万円）（百万円）
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２００８年２月業績見通し　　－３２００８年２月業績見通し　　－３..事業セグメント別情報事業セグメント別情報②②－－

（百万円）（百万円）

第１四半期第１四半期 第第22四半期四半期 上半期上半期 第第33四半期四半期 第第44四半期四半期 下半期下半期 通期通期

連結売上高連結売上高

ＥＣ事業ＥＣ事業 120120 140140 260260 150150 160160 310310 570570

10,60010,600 10,40010,400 21,00021,000 9,6009,600 14,40014,400

13,36013,360

24,00024,000 45,00045,000

900900

41,00041,00021,78021,780

1,9501,950 3,5003,500

△△4040 △△7070△△2020

8,4208,420

1,0501,050

△△2020

古本市場事業古本市場事業 9,8409,840 9,3809,380 19,22019,220

アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業 650650 900900 1,5501,550

消去消去 △△1010 △△2020 △△3030

連結営業利益連結営業利益 1,0701,070670670435435235235400400200200200200

303020201010101010105555ＥＣＥＣ事業事業

△△1,0201,020△△510510△△270270△△240240△△510510△△250250△△260260消去又は全社消去又は全社

100100

1,0601,060

下半期下半期

00

2,0602,060

通期通期

2020

675675

第第44四半期四半期

8080

385385

第第33四半期四半期

1,0001,000465465535535古本市場事業古本市場事業

△△100100△△2020△△8080アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

上半期上半期第第22四半期四半期第１四半期第１四半期

【売上高】【売上高】

【営業利益】【営業利益】

事業セグメント別四半期予想事業セグメント別四半期予想

（百万円）（百万円）
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中期事業計画中期事業計画



20

0

20,000

40,000

（百万円）

0

1,000

2,000

3,000
（百万円）

売上高 22,807 28,055 33,630 35,556 44,871 45,000 48,000 51,000 

経常利益 774 823 771 672 997 1 ,020 1 ,250 1 ,600 

当期利益 429 430 406 160 198 450 580 750 

03/2期 04/2期 05/2期 06/2期 07/2期 08/2期 09/2期 10/2期

中期事業計画（連結）中期事業計画（連結）

古本市場事業の

持続的・安定成長

アイ・カフェ事業の育成
＋　　　　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　　　　　　　　＝＝

全社利益水準の全社利益水準の

飛 躍 的 な 向 上飛 躍 的 な 向 上

中期計画中期計画実　績実　績

Ｅ Ｃ 事 業 の 育 成



21

中期事業計画（事業セグメント別）中期事業計画（事業セグメント別）

０７／２期　実績０７／２期　実績 ０８／２期０８／２期 ０９／２期０９／２期 １０／２期１０／２期

連結売上高連結売上高

ＥＣ事業ＥＣ事業 ５６７５６７ ５７０５７０ ７８０７８０ １，０９０１，０９０

４４，８７１４４，８７１ ４５，０００４５，０００ ４８，０００４８，０００ ５１，０００５１，０００

古本市場事業古本市場事業 ４１，４３２４１，４３２ ４１，０００４１，０００ ４３，０００４３，０００ ４５，０００４５，０００

アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業 ２，９５３２，９５３ ３，５００３，５００ ４，３００４，３００ ５，０００５，０００

消去消去 △８２△８２ △７０△７０ △８０△８０ △９０△９０

（百万円）（百万円）事業セグメント別　売上高計画事業セグメント別　売上高計画

－－

7.3 7.3 %%

6.0 6.0 %%

5.3 5.3 %%

－－

6.4 6.4 %%

2.3 2.3 %%

5.1 5.1 %%

－－

5.3 5.3 %%

0.0 0.0 %%

5.0 5.0 %%

－－

△△5.15.1%%

△△14.214.2%%

5.8 5.8 %%

3.3 3.3 %%2.7 2.7 %%2.4 2.4 %%2.32.3 %%

利益率利益率利益率利益率利益率利益率 金　額金　額金　額金　額金　額金　額金　額金　額

連結営業利益連結営業利益

８０８０５０５０３０３０△２９△２９ＥＣ事業ＥＣ事業

△△1,0801,080△△1,0501,050△△1,0201,020△９０４△９０４消去又は全社消去又は全社

３００３００１００１００００△４１８△４１８アイ･カフェ事業アイ･カフェ事業

２，４００２，４００２，２００２，２００２，０６０２，０６０２，３９１２，３９１古本市場事業古本市場事業

１，７００１，７００１，３００１，３００１，０７０１，０７０１，０４０１，０４０

１０／２期１０／２期０９／２期０９／２期０８／２期０８／２期０７／２期　実績０７／２期　実績

（百万円）（百万円）事業セグメント別　営業利益計画事業セグメント別　営業利益計画
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中期出店計画（連結）中期出店計画（連結）

92 98 104

26
28

30
3215

17
19

21
17

25

86

4
4

4

4

55

37

0

50

100

150

200

07/2期末 08/2期末 09/2期末 10/2期末

古本市場 直営店 古本市場FC店

ブック･スクウェア アイ･カフェ直営店

アイ・カフェＦＣ店

出店計画　出店計画　

０８／２期０８／２期 ０９／２期０９／２期 １０／２期１０／２期 合　計合　計

１０／２期１０／２期

期末期末

＋１８＋１８ １０４１０４

３２３２

４４

２１２１

５５５５

２１６２１６

＋６＋６

－－

＋６＋６

＋３８＋３８

＋６８＋６８

古本市場ＦＣ店古本市場ＦＣ店 ２６２６ ＋２＋２ ＋２＋２ ＋２＋２

アイ・カフェＦＣ店アイ・カフェＦＣ店 １７１７ ＋８＋８ ＋１２＋１２ ＋１８＋１８

＋６＋６

－－

＋２＋２

＋１８＋１８

０７／２期０７／２期

期末期末

＋６＋６ ＋６＋６

－－

＋２＋２

＋２２＋２２

－－

＋２＋２

＋２８＋２８

古本市場直営店古本市場直営店 ８６８６

ブック･スクウェアブック･スクウェア ４４

アイ･カフェ直営店アイ･カフェ直営店 １５１５

合　計合　計 １４８１４８
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古本市場事業
中期戦略および利益計画
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

映　像映　像

（億円）

（出所）映像ソフト協会、デジタルコンテンツ白書

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

古本市場事業　－外部環境認識－古本市場事業　－外部環境認識－

（出所）テレビゲーム産業白書、デジタルコンテンツ白書

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

（出所）日本レコード協会、デジタルコンテンツ白書

音　楽音　楽

新刊書籍・雑誌新刊書籍・雑誌 家庭用ゲーム家庭用ゲーム雑誌　　　書籍

電子書籍

（出所）出版科学研究所、インプレス電子書籍ビジネス調査結果

ハード　　　ソフト　　

ＤＶＤ　　　ビデオ ＤＶＤ　　　　ＣＤ　　

・古本マーケットの成熟化

・ＴＶゲーム、音楽CD市場の縮小傾向

・オンライン配信、ネット販売の成長

市場の成熟化の進行市場の成熟化の進行 市場の寡占化・競争激化市場の寡占化・競争激化

・競合他社との出店競争の激化

・小規模ゲーム専門店の淘汰

20052001 2002 2003 2004

18

94

45

200520042003

20052001 2002 2003 2004

200520042003

198

382

ｵﾝﾗｲﾝｹﾞｰﾑ

（億円）

20052001 2002 2003 2004

（億円）

20052001 2002 2003 2004

200520042003

映像配信

421
487

881

携帯

ＰＣ

200520042003

音楽配信

928
1,136

1,485

携帯

ＰＣ

596
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古本市場事業　－基本戦略および中期利益計画－古本市場事業　－基本戦略および中期利益計画－

０７／２期　実績０７／２期　実績 ０８／２期０８／２期 ０９／２期０９／２期 １０／２期１０／２期

営業利益率営業利益率 ５．８５．８ %% ５．０５．０ %% ５．１５．１ %% ５．３５．３ %%

売 上 高売 上 高 ４１，４３２４１，４３２ ４１，０００４１，０００ ４３，０００４３，０００ ４５，０００４５，０００

営 業 利 益営 業 利 益 ２，３９１２，３９１ ２，０６０２，０６０ ２，２００２，２００ ２，４００２，４００

古本市場事業　セグメント別中期計画古本市場事業　セグメント別中期計画

店　舗　競　争　力　の　強　化　に　よ　る店　舗　競　争　力　の　強　化　に　よ　る

「持続的」「安定的」な利益成長と「持続的」「安定的」な利益成長と

営業キャッシュフロー創出営業キャッシュフロー創出　の　実　現　の　実　現

基　本　戦　略基　本　戦　略

（百万円）（百万円）
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古本市場事業の中期戦略　－出店戦略－古本市場事業の中期戦略　－出店戦略－

１．既存店舗強化策１．既存店舗強化策

◆◆ 店舗改装　　　　　　　　　店舗改装　　　　　　　　　 毎期５～１０店舗程度の改装を予定。毎期５～１０店舗程度の改装を予定。

◆◆ スクラップスクラップ アンドアンド ビルド　物件探索を強化し、継続的に実施。ビルド　物件探索を強化し、継続的に実施。

２．新規出店戦略２．新規出店戦略

ドミナントエリア（首都圏・京阪神・岡山ドミナントエリア（首都圏・京阪神・岡山 広島）へ広島）への直営店出店継続の直営店出店継続

◆◆ 駅前小型売り専門店舗駅前小型売り専門店舗 「ふる「ふる11」に続く、新業態の開発の検討」に続く、新業態の開発の検討

店舗改装、スクラップ店舗改装、スクラップ アンドアンド ビルドの継続的な実施ビルドの継続的な実施

３．業　３．業　　　態　態　　　戦　戦　　　略略

新業態店舗の開発・トライアル出店新業態店舗の開発・トライアル出店

◆◆ 知名度のあるドミナントエリアに、直営店を中心に出店を継続知名度のあるドミナントエリアに、直営店を中心に出店を継続

◆◆ ドミナントエリアの早期完成ドミナントエリアの早期完成
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古本市場事業の中期戦略　－店舗運営戦略①－古本市場事業の中期戦略　－店舗運営戦略①－

２．販２．販　　促促　　のの　　強強　　化化

☆☆ メディア商品動向に連動した販促・レイアウト変更・棚割りの実施メディア商品動向に連動した販促・レイアウト変更・棚割りの実施

☆☆ 季節、流行、トピックスを敏感に反映させた売場演出季節、流行、トピックスを敏感に反映させた売場演出

☆☆ 店舗オペレーションの効率化と接客向上店舗オペレーションの効率化と接客向上

古本市場古本市場
店舗内店舗内

１．売１．売 場場 力力 のの 強強 化化

「見つけやすく」「買いやすく」「きれい」な店内作り「見つけやすく」「買いやすく」「きれい」な店内作り

☆☆ モバイル会員へのタイムリーな情報発信による利用促進モバイル会員へのタイムリーな情報発信による利用促進

☆☆ 「ちょっと「ちょっと11１かー１かーど」ど」活用による上位顧客の囲い込みと利用促進活用による上位顧客の囲い込みと利用促進
いいいい

いいいい

０７年３月１日から上位カード０７年３月１日から上位カード ““ちょっとちょっと1111かーかーどど””サービスをサービスを導入導入

＋＋

ふるふる11かーかーどど

ポイント機能

全国共通利用 ◎今後◎今後 サービス向上に向けて徐々にステップアップすることを検討サービス向上に向けて徐々にステップアップすることを検討



28

古本市場事業の中期戦略古本市場事業の中期戦略　－店舗運営戦略②－　　－店舗運営戦略②－　

物流センター

　　物流センターにおける、古本在庫管理コストの低減物流センターにおける、古本在庫管理コストの低減

　低稼働商品の撤去による売場の有効活用　低稼働商品の撤去による売場の有効活用

３．商　品　戦　略３．商　品　戦　略

◆◆　　古本：古本： 売れ筋商品の把握と買取の強化による品揃えの充実売れ筋商品の把握と買取の強化による品揃えの充実

文庫・文芸の取扱い強化文庫・文芸の取扱い強化

◆◆　　ゲーム：ゲーム： 新品ゲームソフト、中古ゲーム販売体制の強化新品ゲームソフト、中古ゲーム販売体制の強化

◆◆　　ＤＶＤ、ＣＤ：ＤＶＤ、ＣＤ：
中古ＤＶＤの買取強化中古ＤＶＤの買取強化

ＣＤの取扱い縮小ＣＤの取扱い縮小

◆◆　　その他：その他： 新たなリサイクル品の開発を検討新たなリサイクル品の開発を検討

４．在庫の適正化４．在庫の適正化

◆◆　　古本、中古ＣＤ在庫の適正化の推進古本、中古ＣＤ在庫の適正化の推進
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アイ･カフェ事業

中期戦略および利益計画
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アイ・カフェ事業　－外部環境認識－アイ・カフェ事業　－外部環境認識－

・業態の認知度向上

・店舗の大型化

・オンラインゲームの普及・利用者増加

市 場 の 高 成 長 が 継 続市 場 の 高 成 長 が 継 続 競争激化と市場の内包リスク競争激化と市場の内包リスク

　複合カフェ市場の市場規模、店舗数予測　複合カフェ市場の市場規模、店舗数予測

3,9243,924億円億円

（出所：日本複合カフェ協会）（出所：日本複合カフェ協会）

時間課金制を基本とし、漫画、ゲーム、インターネット等のコンテンツを提供する時間消費型施設の総称時間課金制を基本とし、漫画、ゲーム、インターネット等のコンテンツを提供する時間消費型施設の総称※複合カフェ※複合カフェ ：：

◆ 成長市場における競争の激化

・業界大手各社が積極出店を継続

・他業種からの新規参入　

・店舗増加によるサービス向上競争

　（付加価値サービス導入店舗の増加）

市場は急成長しているが、競争も激化。市場は急成長しているが、競争も激化。

競争に打ち勝つための他店との差別化と、競争に打ち勝つための他店との差別化と、

市場の内包リスク低減のためには市場の内包リスク低減のためには

全社的な対応力が不可欠全社的な対応力が不可欠

1,9711,971億円億円

2,9532,953億円億円

◆ 市場の内包リスク
・インターネット利用に絡む犯罪の増加

・業界イメージの悪化
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基　本　戦　略基　本　戦　略

０７／２期　実績０７／２期　実績 ０８／２期０８／２期 ０９／２期０９／２期 １０／２期１０／２期

営業利益率営業利益率 △１４．２△１４．２ %% ０．００．０ %% ２．３２．３ %% ６．０６．０ %%

売 上 高売 上 高 ２，９５３２，９５３ ３，５００３，５００ ４，３００４，３００ ５，０００５，０００

営 業 利 益営 業 利 益 △４１８△４１８ ００ １００１００ ３００３００

アイ・カフェ事業　セグメント別中期計画アイ・カフェ事業　セグメント別中期計画

アイ・カフェ事業　－基本戦略および中期利益計画－アイ・カフェ事業　－基本戦略および中期利益計画－

事業規模の拡大と店舗収益力の向上による事業規模の拡大と店舗収益力の向上による

「事業の育成」「事業の育成」 とと 「早期の黒字化」「早期の黒字化」

（百万円）（百万円）
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１．多店舗展開の加速１．多店舗展開の加速

アイ・カフェ事業の中期戦略　－出店戦略－アイ・カフェ事業の中期戦略　－出店戦略－

☆☆ ＦＣ店によりウエイトを置き、出店を加速ＦＣ店によりウエイトを置き、出店を加速

☆☆ 直営店は、収益性の見込める立地に厳選出店直営店は、収益性の見込める立地に厳選出店

２．ＦＣ大量出店への対応２．ＦＣ大量出店への対応

21

17

25

37

55

1715
19

12
9

1 5

12

5

03 / 2末 04 / 2末 05 / 2末 0 6 / 2末 07 / 2末 08 / 2末 09 / 2末 1 0 / 2末

アイ･カフェ直営店 アイ・カフェＦＣ店

①什器類の規格化の推進①什器類の規格化の推進

②優良な納入業者の開拓②優良な納入業者の開拓

③③ローコスト型ＦＣ店舗コンセプトの再構築ローコスト型ＦＣ店舗コンセプトの再構築

中期計画におけるアイ･カフェ店舗数推移中期計画におけるアイ･カフェ店舗数推移

・・直営店直営店　　07/207/2末　末　1515店舗　店舗　⇒⇒　　10/210/2末　末　2121店舗店舗

・・ＦＦ　　ＣＣ　　店店　　07/207/2末　末　1717店舗　店舗　⇒⇒　　10/210/2末　末　5555店舗店舗

☆☆ 店舗開発の精度向上と加盟店開発の強化店舗開発の精度向上と加盟店開発の強化

☆☆ 出店コストダウン出店コストダウン

1414

2424

3232

4242

5656

7676

+ 38+ 38

+ 6+ 6

☆☆ 開店支開店支援、店舗運営支援体制の確立援、店舗運営支援体制の確立
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３．競合他社との差別化３．競合他社との差別化

アイ・カフェ事業の中期戦略　－店舗運営戦略－アイ・カフェ事業の中期戦略　－店舗運営戦略－

☆☆ コンテンツの拡充コンテンツの拡充

☆☆ オリジナルコンテンツの開発オリジナルコンテンツの開発

☆☆総合セキュリティ対応パッケージ商品の開発総合セキュリティ対応パッケージ商品の開発

２．インターネット・コミック・カフェ向けの店舗運営管理システムの本格稼動２．インターネット・コミック・カフェ向けの店舗運営管理システムの本格稼動

☆☆既存システムの拡販および新既存システムの拡販および新POSPOS開発開発

１．店舗収益力の向上１．店舗収益力の向上

☆☆ コスト削減による収益力の向上コスト削減による収益力の向上

　　　　

☆☆ 新たな収益源の確保新たな収益源の確保

①１顧客あたりコストの徹底管理①１顧客あたりコストの徹底管理

②本部コスト、値引き、ポイント、賃料の削減②本部コスト、値引き、ポイント、賃料の削減

フードメニュー、低稼動時間帯向けコンテンツなどフードメニュー、低稼動時間帯向けコンテンツなど

売上向上、経費削減、販促企画、ＱＳＣの向上売上向上、経費削減、販促企画、ＱＳＣの向上

ネットゲーム・メーカーとのタイアップによるオリジナル・イベント、プロビジョンシステムネットゲーム・メーカーとのタイアップによるオリジナル・イベント、プロビジョンシステム

入会金、アフリエイト広告、サンプリング、スペース貸しなど入会金、アフリエイト広告、サンプリング、スペース貸しなど
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Ｅ Ｃ事業

中期戦略および利益計画
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オンライン映像配信の市場規模オンライン映像配信の市場規模

ＥＣ事業　－外部環境認識－ＥＣ事業　－外部環境認識－

0

100
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300

400

500

2004 2005 2009

億円

億円 億円

電子書籍市場規模電子書籍市場規模 億円

・ブロードバンドの普及・拡大・一般化

・携帯電話の普及（第３世代携帯電話の加入者増加）

・Ｅコマース市場（Ｂ2Ｃ）の普及・拡大　2004年　5.6兆円（モバイル・コマースは9,710億円）

・配信コンテンツの増加

コンテンツ流通のパッケージソフトからオンラインへの流れが加速コンテンツ流通のパッケージソフトからオンラインへの流れが加速

　出所：2004・2005年実績値は、Ｐ24記載の各所。2009年予測値は野村総研調査ﾃﾞｰﾀ
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基　本　戦　略基　本　戦　略

０７／２期　実績０７／２期　実績 ０８／２期０８／２期 ０９／２期０９／２期 １０／２期１０／２期

営業利益率営業利益率 △５．１△５．１ %% ５．３５．３ %% ６．４６．４ %% ７．３７．３ %%

売 上 高売 上 高 ５６７５６７ ５７０５７０ ７８０７８０ １，０９０１，０９０

営 業 利 益営 業 利 益 △２９△２９ ３０３０ ５０５０ ８０８０

ＥＣ事業　セグメント別中期計画ＥＣ事業　セグメント別中期計画

ＥＣ事業　－基本戦略および中期利益計画－ＥＣ事業　－基本戦略および中期利益計画－

総合ＥＣサイト総合ＥＣサイトとして黒字体質への転換と定着化として黒字体質への転換と定着化

（百万円）（百万円）

総合ＥＣサイトから総合ＥＣサイトから総合メディアサイト総合メディアサイトへへ

黒字定着化後黒字定着化後
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ＥＣ事業　－運営戦略－ＥＣ事業　－運営戦略－

１．拡大する市場への対応１．拡大する市場への対応

☆☆ 業務生産性の改善業務生産性の改善

２．サイトの見直し２．サイトの見直し

３．収益力の向上３．収益力の向上

☆☆ 拡大するモバイル市場への対応として、モバイル特性を意識したサイト構築拡大するモバイル市場への対応として、モバイル特性を意識したサイト構築

☆☆ ＥＣ市場・モバイルＥＣ市場の拡大を捉えた、ＥＣ売上拡大ＥＣ市場・モバイルＥＣ市場の拡大を捉えた、ＥＣ売上拡大

☆☆ 選びやすく、買いやすいサイト作り選びやすく、買いやすいサイト作り

コストコントロールの徹底と、人材の有効活用コストコントロールの徹底と、人材の有効活用

中古ゲーム・中古ＤＶＤの買取促進中古ゲーム・中古ＤＶＤの買取促進

☆☆ 買取政策の見直し買取政策の見直し

買取単位、高価買取商品、買取企画の設定買取単位、高価買取商品、買取企画の設定

☆☆ 商品、価格、サービス戦略の機動的な見直し商品、価格、サービス戦略の機動的な見直し
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ＥＣ事業　－中期事業拡大イメージ－ＥＣ事業　－中期事業拡大イメージ－

①新刊書籍取扱いによる売上・利益の拡大と集客力向上①新刊書籍取扱いによる売上・利益の拡大と集客力向上

②コミュニティサイト運営による集客力の向上②コミュニティサイト運営による集客力の向上

③デジタルコンテンツ（電子書籍）取扱い③デジタルコンテンツ（電子書籍）取扱い

事
業
規
模

年度

新規事業

既存事業と
のシナジー

既存事業

コミュニティコミュニティ

ECEC デジタルデジタル
コンテンツコンテンツ

ECEC

コミュニティコミュニティ
ECEC

新刊書籍新刊書籍
追加追加
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利益配分に関する基本方針利益配分に関する基本方針

基 本 方 針基 本 方 針

①① 連結業績に応じた配当の実施（連結配当性向連結業績に応じた配当の実施（連結配当性向2525％以上）％以上）

総 株 主 還 元 性 向 の 実 績 と 計 画総 株 主 還 元 性 向 の 実 績 と 計 画

②② 自己株の機動的な取得による、総株主還元性向の向上自己株の機動的な取得による、総株主還元性向の向上　

③③ 将来の事業展開に備えた内部留保の充実将来の事業展開に備えた内部留保の充実

第13期 （実績） 第14期 （実績） 第15期 （実績） 第16期 （実績） 第17期 （実績） 第18期 （予定）
2002/3-2003/2 2003/3-2004/2 2004/3-2005/2 2005/3-2006/2 2006/3-2007/2 2007/3-2008/2

450百万円

総還元額 （①＋②） 303百万円 98百万円 184百万円 111百万円 112百万円 132百万円

連結配当性向（③）

自社株買い/当期純利益（④）

配当金 （①） 132百万円

１株当たり年間配当

自社株買い（②）

9,000円 2,000円 2,200円 220円 220円 260円

215百万円 －百万円 75百万円 －百万円 －百万円 未　定　

29.5%  

29.5%

未　定　

198百万円

112百万円

56.7%

56.7%

-%

連 結 当 期 純 利 益 429百万円 430百万円 406百万円 160百万円

87百万円 98百万円 109百万円 111百万円

21.4% 22.8% 27.0% 70.1%

50.2% -% 18.5% -%

総株主還元性向（③＋④） 70.6% 22.8% 45.5% 70.1%
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会社概要会社概要

株式会社テイツー　（英訳名　ＴＡＹ　ＴＷＯ　ＣＯ.,ＬＴＤ.）

１９９０年４月１６日

１９９９年９月１４日：ＪＡＳＤＡＱ

岡山県岡山市今村６５０－１１１

東京都港区芝公園２－４－１ダヴィンチ芝パークA館８F　

代表取締役社長　　大橋　康宏

１.古本、ＴＶゲームソフト・ハード、ＣＤ、ＤＶＤ等の新品及びリサイクル品の
の販売・買取及ビデオレンタル業務

２.インターネット・コミック・カフェ「アイ･カフェ」の運営

３.インターネットサイト　　　　　　　　　　の運営（連結子会社：㈱ユーブック）

社 　 名

設 立 日

上 場 日

本 社

東 京 本 部

代 表 者

事 業 内 容

グループ会社

従 業 員 数

資 本 金

発行済株式数

株 主 数

株式会社ユーブック、株式会社アイ･カフェ、インターピア株式会社、

正社員４４０人､パート･アルバイト１,４５０人､計１，８９０人（2007年2月末現在）

１，１６５百万円（2007年2月末現在）

５５１，４００株：単元株制度なし（2007年2月末現在）

６，９３４名（2007年2月末現在）
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Mission Mission 

■■経営理念経営理念

　　「満足を創る」「満足を創る」

■■スローガンスローガン

　　CustomerCustomer　　ValueValue　　CreationCreation　　～顧客価値の創造～～顧客価値の創造～

■■行動指針行動指針

　　テイツーの七感テイツーの七感

　　・・変化を観る「目」をもつ変化を観る「目」をもつ

　・お客様の声を聴く「耳」をもつ　・お客様の声を聴く「耳」をもつ

　・親しみと感謝の気持ちを表す「口」をもつ　・親しみと感謝の気持ちを表す「口」をもつ

　・自らを律し、常に向上しようとする「心」をもつ　・自らを律し、常に向上しようとする「心」をもつ

　・常に新しい価値と独創性を創り出す「頭」をもつ　・常に新しい価値と独創性を創り出す「頭」をもつ

　・お客様が次に何を望むのか、時代がどう変わるのかを感じる「勘」をもつ　・お客様が次に何を望むのか、時代がどう変わるのかを感じる「勘」をもつ

　・お客様に親身にそしてけなげに接するひたむきな「姿勢」をもつ　・お客様に親身にそしてけなげに接するひたむきな「姿勢」をもつ



URL: http://www.tay2.co.jp

テイツー・グループ・スローガン

Customer  Value  Creation

～顧客価値の創造～

IRIR窓口　：　経営企画部　片山窓口　：　経営企画部　片山 靖浩・徐（ソウ）チョンホン靖浩・徐（ソウ）チョンホン
TEL03TEL03--54085408--55325532　　　　ＦＦAX03AX03--54085408--55015501
EE--mailmail：　：　irir@tay2.co.@tay2.co.jpjp

本資料は、2007年2月期の業績および今後の経営ビジョンに関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する
有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。また、本資料は2007年4月20日現在のﾃﾞｰﾀに基づいて
作成されております。本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完
全性を保証し、または約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。


